
山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

火 曜 日

号
外
第
五
十
三
号

　

平
成
三
十
年

十
二
月
二
十
五
日

山
梨
県
公
報

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

条　
　
　

例

○
山
梨
県
文
化
芸
術
基
本
条
例	

三

○
山
梨
県
知
事
、
副
知
事
、
公
営
企
業
の
管
理
者
、
教
育
長
及
び
常
勤
監
査
委
員
の
通
勤

	

六

　

手
当
及
び
期
末
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
山
梨
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

	

六

　

条
例

○
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例

	

七

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の

	

二
八

　

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の

	

三
九

　

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

四
四

　
　
　
　
　
　

条
例
の
あ
ら
ま
し

○　

山
梨
県
文
化
芸
術
基
本
条
例
（
条
例
第
四
十
二
号
）
（
生
涯
学
習
文
化
課
）

1
	　

こ
の
条
例
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
及
び
文
化
芸
術
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
価
値
の
活
用
に
関
し
、

基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施

策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
心
豊
か
な
県
民
生
活
及
び
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
並
び
に
県
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

2　

文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

3
	　

県
民
、
文
化
芸
術
団
体
等
、
事
業
者
及
び
学
校
等
の
設
置
者
等
の
役
割
並
び
に
県
の
責
務
を
定
め

る
こ
と
と
し
た
。

4　

文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
基
本
的
施
策
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

5　

基
本
計
画
及
び
推
進
体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

6　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○　

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
、
公
営
企
業
の
管
理
者
、
教
育
長
及
び
常
勤
監
査
委
員
の
通
勤
手
当
及
び

　

期
末
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
三
号
）
（
人
事
課
）

1
	　

一
般
職
の
県
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
の
改
定
等
に
鑑
み
、
特
別
職
の
職
員
に
係
る
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

㈠　

平
成
三
十
年
度
十
二
月
期
の
支
給
割
合
を
一
・
七
七
五
月
分
に
引
き
上
げ
る
。

　

㈡	　

平
成
三
十
一
年
度
以
降
の
六
月
期
の
支
給
割
合
を
一
・
六
七
五
月
分
に
引
き
上
げ
、
十
二
月
期

の
支
給
割
合
を
一
・
六
七
五
月
分
と
す
る
。

2
	　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
1
㈡
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

3　

1
㈠
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�　

山
梨
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条

例
第
四
十
四
号
）
（
人
事
課
）

１	　

一
般
職
の
県
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
の
改
定
等
に
鑑
み
、
県
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
を
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

㈠　

平
成
三
十
年
度
十
二
月
期
の
支
給
割
合
を
一
・
七
七
五
月
分
に
引
き
上
げ
る
。

　

㈡	　

平
成
三
十
一
年
度
以
降
の
六
月
期
の
支
給
割
合
を
一
・
六
七
五
月
分
に
引
き
上
げ
、
十
二
月
期

の
支
給
割
合
を
一
・
六
七
五
月
分
と
す
る
。

2
	　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
1
㈡
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

3　

1
㈠
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�　

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
五
号
）
（
人
事
課
）

1
	　

山
梨
県
人
事
委
員
会
の
山
梨
県
議
会
議
長
及
び
山
梨
県
知
事
に
対
す
る
平
成
三
十
年
十
月
十
八
日

付
け
の
給
与
に
関
す
る
勧
告
等
に
鑑
み
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

㈠	　

給
料
表
の
改
定　

若
年
層
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
給
料
月
額
を
引
き
上
げ
る
（
平
均
改
定
率

〇
・
二
％
）。

　

㈡　

諸
手
当
の
改
定
等

　
　

⑴	　

初
任
給
調
整
手
当　

医
療
職
給
料
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
支
給
限
度
額
を
四

十
一
万
四
千
八
百
円
（
現
行
四
十
一
万
四
千
三
百
円
）
に
引
き
上
げ
る
等
の
改
定
を
行
う
。

　
　

⑵　

期
末
・
勤
勉
手
当

　
　
　

ア　

平
成
三
十
年
度
十
二
月
期
の
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
〇
・
九
五
月
分
に
引
き
上
げ
る
。

　
　
　

イ	　

平
成
三
十
一
年
度
以
降
の
六
月
期
及
び
十
二
月
期
の
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
そ
れ
ぞ
れ

〇
・
九
二
五
月
分
に
引
き
上
げ
、
同
年
度
以
降
の
六
月
期
及
び
十
二
月
期
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
を
そ
れ
ぞ
れ
一
・
三
月
分
に
変
更
す
る
。

　
　
　

ウ	　

再
任
用
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
も
、
一
般
職
員
に
準
じ
て
支
給
月
数
を
引



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

二

き
上
げ
る
。

　
　

⑶	　

宿
日
直
手
当　

普
通
当
直
に
対
す
る
支
給
限
度
額
を
四
千
四
百
円
（
現
行
四
千
二
百
円
）
に

引
き
上
げ
る
等
の
改
定
を
行
う
。

　
　

⑷　

扶
養
手
当

　
　
　

ア	　

配
偶
者
に
係
る
手
当
の
月
額
を
、
六
千
五
百
円
（
現
行
一
万
円
）
に
引
き
下
げ
る
と
と
も

に
、
平
成
三
十
二
年
度
以
降
は
行
政
職
八
級
職
員
等
に
つ
い
て
三
千
五
百
円
に
引
き
下
げ
、

行
政
職
九
級
職
員
等
に
つ
い
て
は
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

イ	　

父
母
等
に
係
る
手
当
の
月
額
を
、
平
成
三
十
二
年
度
以
降
は
行
政
職
八
級
職
員
等
に
つ
い

て
三
千
五
百
円
に
引
き
下
げ
、
行
政
職
九
級
職
員
等
に
つ
い
て
は
支
給
し
な
い
こ
と
と
す

る
。

　
　
　

ウ		　

配
偶
者
・
子
が
な
い
場
合
の
一
人
目
の
父
母
等
に
係
る
手
当
の
月
額
を
、
六
千
五
百
円

（
現
行
九
千
円
）
に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
平
成
三
十
二
年
度
以
降
は
行
政
職
八
級
職
員

等
に
つ
い
て
三
千
五
百
円
に
引
き
下
げ
、
行
政
職
九
級
職
員
等
に
つ
い
て
は
支
給
し
な
い
こ

と
と
す
る
。

　
　

⑸	　

地
域
手
当
等
（
医
療
職
給
料
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。）　

県
内
の
公
署
に
勤
務

す
る
職
員
に
係
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
を
二
・
七
五
％
（
現
行
三
・
五
％
）
と
す
る
。
併
せ

て
、
給
料
月
額
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
給
料
表
の
給
料
月
額
に
〇
・
七
五
％
を
乗
じ
て
得
た

額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

2
	　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
1
㈡
⑵
イ
、
1
㈡
⑷
及
び
1

㈡
⑸
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

3
	　

1
㈠
、
1
㈡
⑴
及
び
1
㈡
⑶
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
、
1
㈡
⑵
ア
に
つ
い
て
は

同
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�　

山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
六
号
）
（
教
育
庁
福
利
給
与
課
）

1
	　

山
梨
県
人
事
委
員
会
の
山
梨
県
議
会
議
長
及
び
山
梨
県
知
事
に
対
す
る
平
成
三
十
年
十
月
十
八
日

付
け
の
給
与
に
関
す
る
勧
告
等
に
鑑
み
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

㈠	　

給
料
表
の
改
定　

若
年
層
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
給
料
月
額
を
引
き
上
げ
る
（
平
均
改
定
率

〇
・
二
％
）。

　

㈡　

諸
手
当
の
改
定
等

　
　

⑴　

期
末
・
勤
勉
手
当

　
　
　

ア　

平
成
三
十
年
度
十
二
月
期
の
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
〇
・
九
五
月
分
に
引
き
上
げ
る
。

　
　
　

イ	　

平
成
三
十
一
年
度
以
降
の
六
月
期
及
び
十
二
月
期
の
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
そ
れ
ぞ
れ

〇
・
九
二
五
月
分
に
引
き
上
げ
、
同
年
度
以
降
の
六
月
期
及
び
十
二
月
期
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
を
そ
れ
ぞ
れ
一
・
三
月
分
に
変
更
す
る
。

　
　
　

ウ	　

再
任
用
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
も
、
一
般
職
員
に
準
じ
て
支
給
月
数
を
引

き
上
げ
る
。

　
　

⑵	　

宿
日
直
手
当　

普
通
当
直
に
対
す
る
支
給
限
度
額
を
四
千
四
百
円
（
現
行
四
千
二
百
円
）
に

引
き
上
げ
る
等
の
改
定
を
行
う
。

　
　

⑶　

扶
養
手
当

　
　
　

ア	　

配
偶
者
に
係
る
手
当
の
月
額
を
、
六
千
五
百
円
（
現
行
一
万
円
）
に
引
き
下
げ
る
と
と
も

に
、
平
成
三
十
二
年
度
以
降
は
行
政
職
八
級
相
当
教
育
職
員
に
つ
い
て
三
千
五
百
円
に
引
き

下
げ
る
。

　
　
　

イ	　

父
母
等
に
係
る
手
当
の
月
額
を
、
平
成
三
十
二
年
度
以
降
は
行
政
職
八
級
相
当
教
育
職
員

に
つ
い
て
三
千
五
百
円
（
現
行
六
千
五
百
円
）
に
引
き
下
げ
る
。

　
　
　

ウ	　

配
偶
者
・
子
が
な
い
場
合
の
一
人
目
の
父
母
等
に
係
る
手
当
の
月
額
を
、
六
千
五
百
円

（
現
行
九
千
円
）
に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
平
成
三
十
二
年
度
以
降
は
行
政
職
八
級
相
当

教
育
職
員
に
つ
い
て
三
千
五
百
円
に
引
き
下
げ
る
。

　
　

⑷	　

地
域
手
当
等　

県
内
の
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
に
係
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
を
二
・
七
五

％
（
現
行
三
・
五
％
）
と
す
る
。
併
せ
て
、
給
料
月
額
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
給
料
表
の
給

料
月
額
に
〇
・
七
五
％	

を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

2
	　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
1
㈡
⑴
イ
、
1
㈡
⑶
及
び
1

㈡
⑷
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

3
	　

1
㈠
及
び
1
㈡
⑵
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
、
1
㈡
⑴
ア
に
つ
い
て
は
同
年
十
二

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�　

山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
七
号
）
（
警
察
本
部
警
務
課
）

1
	　

山
梨
県
人
事
委
員
会
の
山
梨
県
議
会
議
長
及
び
山
梨
県
知
事
に
対
す
る
平
成
三
十
年
十
月
十
八
日

付
け
の
給
与
に
関
す
る
勧
告
等
に
鑑
み
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

㈠	　

給
料
表
の
改
定　

若
年
層
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
給
料
月
額
を
引
き
上
げ
る
（
平
均
改
定
率

〇
・
二
％
）。

　

㈡　

諸
手
当
の
改
定
等

　
　

⑴　

期
末
・
勤
勉
手
当

　
　
　

ア　

平
成
三
十
年
度
十
二
月
期
の
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
〇
・
九
五
月
分
に
引
き
上
げ
る
。

　
　
　

イ	　

平
成
三
十
一
年
度
以
降
の
六
月
期
及
び
十
二
月
期
の
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
そ
れ
ぞ
れ

〇
・
九
二
五
月
分
に
引
き
上
げ
、
同
年
度
以
降
の
六
月
期
及
び
十
二
月
期
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
を
そ
れ
ぞ
れ
一
・
三
月
分
に
変
更
す
る
。

　
　
　

ウ	　

再
任
用
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
も
、
一
般
職
員
に
準
じ
て
支
給
月
数
を
引

き
上
げ
る
。

二
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⑵	　

宿
日
直
手
当　

普
通
当
直
に
対
す
る
支
給
限
度
額
を
四
千
四
百
円
（
現
行
四
千
二
百
円
）
に

引
き
上
げ
る
等
の
改
定
を
行
う
。

　
　

⑶　

扶
養
手
当

　
　
　

ア	　

配
偶
者
に
係
る
手
当
の
月
額
を
、
六
千
五
百
円
（
現
行
一
万
円
）
に
引
き
下
げ
る
と
と
も

に
、
平
成
三
十
二
年
度
以
降
は
行
政
職
八
級
相
当
職
員
に
つ
い
て
三
千
五
百
円
に
引
き
下
げ

る
。

　
　
　

イ	　

父
母
等
に
係
る
手
当
の
月
額
を
、
平
成
三
十
二
年
度
以
降
は
行
政
職
八
級
相
当
職
員
に
つ

い
て
三
千
五
百
円
（
現
行
六
千
五
百
円
）
に
引
き
下
げ
る
。

　
　
　

ウ	　

配
偶
者
・
子
が
な
い
場
合
の
一
人
目
の
父
母
等
に
係
る
手
当
の
月
額
を
、六
千
五
百
円
（
現

行
九
千
円
）
に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
平
成
三
十
二
年
度
以
降
は
行
政
職
八
級
相
当
職
員

に
つ
い
て
三
千
五
百
円
に
引
き
下
げ
る
。

　
　

⑷	　

地
域
手
当
等　

県
内
の
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
に
係
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
を
二
・
七
五

％
（
現
行
三
・
五
％
）
と
す
る
。
併
せ
て
、
給
料
月
額
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
給
料
表
の
給

料
月
額
に
〇
・
七
五
％
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

2
	　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
1
㈡
⑴
イ
、
1
㈡
⑶
及
び
1

㈡
⑷
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

3
	　

1
㈠
及
び
1
㈡
⑵
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
、
1
㈡
⑴
ア
に
つ
い
て
は
同
年
十
二

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�　

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
八
号
）
（
景
観
づ
く
り
推
進

室
）

1　

公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
等
の
た
め
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

㈠　

屋
外
広
告
物
等
に
係
る
管
理
義
務
の
範
囲
を
全
広
告
物
に
拡
大
す
る
。

　

㈡　

屋
外
広
告
物
等
の
設
置
者
等
に
点
検
義
務
を
課
す
。

　

㈢　

屋
外
広
告
物
等
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
規
定
を
設
け
る
。

　

㈣　

屋
外
広
告
物
等
の
設
置
等
の
禁
止
地
域
に
田
園
住
居
地
域
を
追
加
す
る
。

　

㈤　

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
。

2
	　

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
1
㈣
に
つ
い

て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　

条　
　
　

例

　

山
梨
県
文
化
芸
術
基
本
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

山
梨
県
条
例
第
四
十
二
号

　
　
　

山
梨
県
文
化
芸
術
基
本
条
例

目
次

　

前
文

　

第
一
章　

総
則
（
第
一
条
｜
第
八
条
）

　

第
二
章　

文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
基
本
的
施
策
（
第
九
条
｜
第
二
十
四
条
）

　

第
三
章　

推
進
体
制
等
（
第
二
十
五
条
・
第
二
十
六
条
）

　

附
則

　

文
化
芸
術
は
、
人
々
の
高
度
な
精
神
活
動
の
産
物
で
あ
り
、
文
化
芸
術
活
動
は
、
人
が
自
己
の
可
能

性
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
自
分
ら
し
く
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
極
め
て
大
切
な
も
の
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
個
人
か
ら
成
る
多
様
な
社
会
に
お
い
て
、
文
化
芸
術
は
、
人
々
の
相

互
理
解
を
も
た
ら
し
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
り
、
和
や
か
で
潤
い
の
あ
る
社
会
生
活
を
実

現
す
る
た
め
に
重
要
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
山
梨
県
は
、
富
士
山
、
八
ヶ
岳
、
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
々
と
恵
み
豊
か
な
森
林

を
擁
し
、
自
然
が
織
り
な
す
四
季
折
々
の
風
景
の
移
り
変
わ
り
の
中
、
悠
久
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た
。

　

私
た
ち
の
先
人
は
、
急
峻
な
地
形
に
み
ら
れ
る
山
岳
県
と
し
て
の
地
理
的
特
性
や
、
寒
暖
差
が
大
き

い
内
陸
性
の
気
候
な
ど
の
厳
し
い
環
境
条
件
を
勤
勉
さ
と
独
創
性
に
よ
っ
て
克
服
し
、
生
業
を
営
み
、

ワ
イ
ン
産
業
、
水
晶
宝
飾
産
業
、
織
物
産
業
そ
の
他
の
地
域
産
業
を
興
し
、
た
く
ま
し
く
山
梨
に
息
づ

い
て
き
た
。
本
県
が
誇
る
果
樹
農
業
は
人
々
の
暮
ら
し
に
潤
い
を
与
え
る
文
化
的
景
観
を
創
り
出
し
、

山
梨
の
風
土
と
人
々
の
営
為
と
が
相
ま
っ
て
、
貴
重
な
文
化
財
や
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
文
化
な
ど
本

県
特
有
の
文
化
芸
術
が
育
ま
れ
、
今
に
至
る
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
。

　

近
代
以
後
、
本
県
は
交
通
網
の
整
備
と
と
も
に
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
明
治
期
に
お
け
る
中

央
線
の
開
通
、
昭
和
期
に
お
け
る
中
央
自
動
車
道
の
開
通
は
、
人
々
の
動
き
を
変
え
、
産
業
構
造
を
変

革
し
、
県
民
の
意
識
や
行
動
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
国
土
軸
と

し
て
人
々
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
、
山
梨
の
文
化
芸
術
の
魅
力
を
広
く
国
内
外

へ
発
信
す
る
好
機
や
、
文
化
芸
術
そ
の
も
の
が
更
な
る
進
歩
発
展
を
遂
げ
る
契
機
を
も
た
ら
す
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

本
県
を
取
り
巻
く
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
こ
そ
私
た
ち
は
、
山
梨
の
優
れ
た
文
化
芸
術
の

更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
邁
進
し
、
全
て
の
県
民
が
心
豊
か
な
生
涯
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
活
力
に

あ
ふ
れ
た
地
域
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

私
た
ち
山
梨
県
民
は
、
こ
こ
に
、
先
人
た
ち
が
創
り
上
げ
、
守
り
、
伝
え
て
き
た
山
梨
の
文
化
芸
術

に
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
自
ら
も
一
翼
を
担
い
、
こ
れ
を
か
け
が
え
の
な
い
資
産

と
し
て
次
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
県
民
誰
も
が
等
し
く
文
化
芸
術
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
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文
化
的
な
品
格
に
満
ち
た
山
梨
県
を
実
現
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

　
　
　

第
一
章　

総
則

（
目
的
）

第�

一
条　

こ
の
条
例
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
及
び
文
化
芸
術
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
価
値
の
活
用
（
以

下
「
文
化
芸
術
の
振
興
等
」
と
い
う
。）
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
等
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
心
豊
か
な
県
民
生

活
及
び
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
並
び
に
県
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

第�

二
条　

文
化
芸
術
の
振
興
等
は
、
県
民
が
文
化
芸
術
に
関
す
る
活
動
（
以
下
「
文
化
芸
術
活
動
」
と

い
う
。）
の
主
体
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
に
、
そ
の
自
主
性
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と

し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
	　

文
化
芸
術
の
振
興
等
は
、
文
化
芸
術
活
動
を
行
う
者
の
創
造
性
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
、
そ
の
能
力

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
	　

文
化
芸
術
の
振
興
等
は
、
文
化
芸
術
を
創
造
し
、
及
び
享
受
す
る
こ
と
が
人
々
の
生
ま
れ
な
が
ら

の
権
利
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
県
民
が
そ
の
年
齢
、
障
害
の
有
無
、
経
済
的
な
状
況
、
居
住
す
る
地

域
等
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
、
文
化
芸
術
を
鑑
賞
し
、
こ
れ
に
参
加
し
、
又
は
こ
れ
を
創
造
す
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
	　

文
化
芸
術
の
振
興
等
は
、
文
化
芸
術
の
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
多
様
性
に
応
じ

た
保
護
及
び
発
展
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
	　

文
化
芸
術
の
振
興
等
は
、
文
化
芸
術
に
対
す
る
県
民
の
関
心
と
理
解
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
、
県
民

が
本
県
の
自
然
、歴
史
及
び
風
土
に
培
わ
れ
て
き
た
特
色
あ
る
文
化
芸
術（
以
下「
山
梨
の
文
化
芸
術
」

と
い
う
。）
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
並
び
に
県
民
の
他
の
地
域
の

文
化
芸
術
を
尊
重
す
る
心
の
涵か
ん

養
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
	　

文
化
芸
術
の
振
興
等
は
、
山
梨
の
文
化
芸
術
の
魅
力
が
広
く
国
内
外
へ
有
効
に
発
信
さ
れ
る
と
と

も
に
、
文
化
芸
術
を
通
じ
て
人
々
の
活
発
な
交
流
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

7
	　

文
化
芸
術
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
、
文
化
芸
術
活
動
を
行
う
者
及
び
団
体
（
第
五
条
及

び
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
文
化
芸
術
団
体
等
」
と
い
う
。）、
事
業
者
、
学
校
等
（
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
幼
稚
園
、
児
童
福
祉
施
設
等
を
い
う
。）
を
設
置
し
、
又
は
管

理
す
る
者
（
第
七
条
に
お
い
て
「
学
校
等
の
設
置
者
等
」
と
い
う
。）、
市
町
村
並
び
に
県
の
連
携
及

び
協
力
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8
	　

文
化
芸
術
の
振
興
等
に
当
た
っ
て
は
、
文
化
芸
術
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
多
様
な
価
値
を
地
域
の

活
力
の
向
上
及
び
経
済
の
活
性
化
に
生
か
す
こ
と
を
旨
と
し
て
、
文
化
芸
術
の
固
有
の
意
義
及
び
価

値
を
尊
重
し
つ
つ
、
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
、
環
境
そ
の
他
の
分

野
に
お
け
る
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

9
	　

文
化
芸
術
の
振
興
等
は
、
山
梨
の
文
化
芸
術
が
、
県
民
共
通
の
資
産
と
し
て
育
ま
れ
、
後
世
に
引

き
継
が
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
県
の
責
務
）

第�

三
条　

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。）
に
の
っ
と
り
、
文
化

芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
県
民
の
役
割
）

第�

四
条　

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
文
化
芸
術
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
文
化
芸
術
活
動
を
通
じ
て
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
積
極
的
な
役
割
を

果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
文
化
芸
術
団
体
等
の
役
割
）

第�

五
条　

文
化
芸
術
団
体
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
文
化
芸
術
活
動
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

（
事
業
者
の
役
割
）

第�

六
条　

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
文
化
芸
術
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
事
業
活
動
に
お
け
る
文
化
芸
術
活
動
へ
の
参
画
又
は
支
援
を
通
じ
て
、
文
化
芸
術
の
振

興
等
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
等
の
設
置
者
等
の
役
割
）

第�

七
条　

学
校
等
の
設
置
者
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
子
ど
も
が
感
性
を
磨
き
、
及
び
創
造
力

を
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
山
梨
の
文
化
芸
術
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
文
化
芸
術
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
と
の
連
携
等
）

第�

八
条　

県
は
、
市
町
村
が
地
域
の
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
市
町
村
が
行
う
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他

の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　

第
二
章　

文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
基
本
的
施
策

（
芸
術
の
振
興
）

第�

九
条　

県
は
、
文
学
、
音
楽
、
美
術
、
写
真
、
演
劇
、
舞
踊
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
（
映
画
、
漫
画
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
の
他
の
電
子
機
器
等
を
利
用
し
た
芸
術
を
い
う
。）
そ
の
他

の
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
芸
術
の
公
演
、
展
示
等
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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（
芸
能
の
振
興
）

第�

十
条　

県
は
、
講
談
、
落
語
、
浪
曲
、
漫
談
、
漫
才
、
歌
唱
そ
の
他
の
芸
能
（
雅
楽
、
能
楽
、
文
楽
、

歌
舞
伎
、
組
踊
そ
の
他
の
我
が
国
古
来
の
伝
統
的
な
芸
能
（
第
十
二
条
に
お
い
て
「
伝
統
芸
能
」
と

い
う
。）
及
び
県
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
民
俗
的
な
芸
能
（
同
条
に
お
い
て
「
民
俗
芸
能
」
と
い
う
。）

を
除
く
。）
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
芸
能
の
公
演
等
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
生
活
文
化
の
振
興
及
び
国
民
娯
楽
の
普
及
）

第�

十
一
条　

県
は
、
生
活
文
化
（
茶
道
、
華
道
、
書
道
、
食
文
化
そ
の
他
の
生
活
に
係
る
文
化
を
い
う
。）

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
娯
楽
（
囲
碁
、
将
棋
そ
の
他
の
国
民
的
娯
楽
を
い
う
。）
の
普
及

を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
活
動
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
伝
統
芸
能
等
の
継
承
及
び
発
展
）

第�

十
二
条　

県
は
、
伝
統
芸
能
及
び
民
俗
芸
能
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
伝
統
芸
能
等
」
と
い

う
。
）
並
び
に
年
中
行
事
の
継
承
及
び
発
展
を
図
る
た
め
、
伝
統
芸
能
等
の
公
演
等
へ
の
支
援
、
年

中
行
事
に
関
す
る
活
動
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
文
化
財
等
の
保
存
及
び
活
用
）

第�

十
三
条　

県
は
、
有
形
及
び
無
形
の
文
化
財
並
び
に
そ
の
保
存
技
術
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
文

化
財
等
」
と
い
う
。）
の
保
存
及
び
活
用
を
図
る
た
め
、
文
化
財
等
に
関
し
、
修
復
、
防
災
対
策
、

公
開
等
へ
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
山
梨
の
文
化
芸
術
の
保
護
、
継
承
及
び
発
展
）

第�

十
四
条　

県
は
、
地
域
住
民
の
生
活
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
食
等
の
食
文
化
、
地
域
の
固

有
の
歴
史
、
風
土
等
を
色
濃
く
反
映
し
た
祭
礼
、
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
等
に
よ
り
創
造
さ
れ
、

県
民
の
生
活
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
伝
統
工
芸
等
の
文
化
的
資
産
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑
み
、
山
梨

の
文
化
芸
術
の
保
護
、
継
承
及
び
発
展
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
文
化
芸
術
の
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保
等
）

第�

十
五
条　

県
は
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
創
造
的
活
動
を
行
う
者
、
文
化
芸
術
の
継
承
の
た
め
の
活
動

を
行
う
者
、
文
化
芸
術
活
動
の
指
導
を
行
う
者
、
文
化
芸
術
活
動
の
企
画
又
は
制
作
を
行
う
者
、
文

化
施
設
の
管
理
及
び
運
営
を
行
う
者
そ
の
他
の
文
化
芸
術
の
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保
を
図
る
た

め
、
研
修
へ
の
支
援
、
研
修
成
果
の
発
表
の
機
会
の
確
保
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
創
造
的
活
動
等
の

環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2
	　

県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
文
化
芸
術
の
担
い
手
が
行
う
文
化
芸
術
活
動
そ
の
他
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
促
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
文
化
芸
術
に
対
す
る
理
解
の
醸
成
等
）

第�

十
六
条　

県
は
、
県
民
が
文
化
芸
術
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た

り
文
化
芸
術
活
動
に
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
学
習
の
機
会
の

提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
子
ど
も
の
感
性
及
び
創
造
力
の
育
成
等
）

第�

十
七
条　

県
は
、
次
代
の
文
化
芸
術
の
担
い
手
と
な
り
得
る
子
ど
も
が
感
性
を
磨
き
、
及
び
創
造
力

を
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
山
梨
の
文
化
芸
術
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
乳
幼
児
期
か
ら
文
化
芸
術
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
提
供
、
学
校
教
育
に

お
け
る
文
化
芸
術
に
関
す
る
教
育
活
動
の
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
県
民
の
文
化
芸
術
活
動
の
機
会
の
充
実
等
）

第�

十
八
条　

県
は
、
広
く
県
民
が
自
主
的
に
文
化
芸
術
を
鑑
賞
し
、
こ
れ
に
参
加
し
、
又
は
こ
れ
を
創

造
す
る
機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
そ
の
他
の
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2
	　

県
は
、
県
民
が
障
害
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
、
文
化
芸
術
を
創
造
し
、
又
は
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
障
害
者
等
（
障
害
者
そ
の
他
日
常
生
活

又
は
社
会
生
活
に
身
体
の
機
能
上
の
制
限
を
受
け
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

が
行
う
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
障
害
者
等
の
文
化
芸
術
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
な
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

3
	　

県
は
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
高
齢
者
が
文
化
芸
術
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
高
齢
者
が
行
う
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
が
文
化
芸
術
活
動
に
お
い
て
活

躍
で
き
る
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

4
	　

県
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年
が
文
化
芸
術
の
継
承
及
び
発
展
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割

に
鑑
み
、
青
少
年
が
行
う
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
青
少
年
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
へ

の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
文
化
施
設
等
の
機
能
の
充
実
及
び
活
用
の
促
進
）

第�

十
九
条　

県
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
、
美
術
館
、
博
物
館
、
図
書
館
、
公
民
館
そ
の
他
の
文
化
芸
術
に

関
す
る
施
設
の
機
能
の
充
実
及
び
活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
自
ら
の
設
置
に
係
る
施
設
の
整
備
に

努
め
る
と
と
も
に
、
公
演
、
展
示
等
へ
の
支
援
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

（
文
化
芸
術
の
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
力
の
向
上
）

第�
二
十
条　

県
は
、
文
化
芸
術
の
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
文
化
芸
術
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
そ
の
他
の
活
動
の
推
進
に
必
要
な
施
策
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
文
化
芸
術
の
活
用
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
）

第�

二
十
一
条　

県
は
、
文
化
芸
術
の
活
用
に
よ
る
県
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
事
業
者
が
行
う
文

化
芸
術
を
生
か
し
た
事
業
活
動
へ
の
支
援
そ
の
他
の
産
業
の
振
興
、
観
光
の
振
興
等
に
資
す
る
施
策

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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（
文
化
芸
術
に
よ
る
交
流
の
推
進
）

第�
二
十
二
条　

県
は
、
文
化
芸
術
団
体
等
、
事
業
者
、
文
化
芸
術
に
係
る
交
流
の
促
進
に
資
す
る
活
動

を
行
う
団
体
そ
の
他
の
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
情
報
を
国
内
外
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
文
化
芸
術
を
通
じ
た
地
域
間
の
交
流
、
国
際
交
流
等
の
推
進
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

（
表
彰
）

第�

二
十
三
条　

県
は
、
県
民
が
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
文
化
芸
術
活
動
を
通
じ
て
文
化
芸
術
の
振
興
等

に
積
極
的
に
取
り
組
む
社
会
的
気
運
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
し
顕
著
な
功

績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
表
彰
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
文
化
芸
術
推
進
月
間
）

第�

二
十
四
条　

県
民
の
間
に
広
く
文
化
芸
術
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
文
化
芸

術
の
振
興
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
文
化
芸
術
推
進
月
間
を
設
け
る
。

2　

文
化
芸
術
推
進
月
間
は
、
十
一
月
と
す
る
。

3
	　

県
は
、
文
化
芸
術
推
進
月
間
に
お
い
て
、
そ
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
行
う
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
奨
励
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

第
三
章　

推
進
体
制
等

（
基
本
計
画
）

第�

二
十
五
条　

知
事
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る

た
め
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
計
画
」
と

い
う
。）
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

2　

基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
方
針

　

二	　

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

3
	　

知
事
は
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

4　

知
事
は
、
基
本
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

5　

前
二
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
推
進
体
制
の
整
備
等
）

第�

二
十
六
条　

県
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備

す
る
も
の
と
す
る
。

2
	　

県
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
、
公
営
企
業
の
管
理
者
、
教
育
長
及
び
常
勤
監
査
委
員
の
通
勤
手
当
及
び
期

末
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

山
梨
県
条
例
第
四
十
三
号

　
　
　

	

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
、
公
営
企
業
の
管
理
者
、
教
育
長
及
び
常
勤
監
査
委
員
の
通
勤
手
当
及

び
期
末
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第�

一
条　

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
、
公
営
企
業
の
管
理
者
、
教
育
長
及
び
常
勤
監
査
委
員
の
通
勤
手
当

及
び
期
末
手
当
支
給
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　
　

第
三
条
中
「
百
分
の
百
七
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
百
七
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。

第�

二
条　

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
、
公
営
企
業
の
管
理
者
、
教
育
長
及
び
常
勤
監
査
委
員
の
通
勤
手
当

及
び
期
末
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

	　

第
三
条
中
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
十
七
・
五
、
十
二
月
に
支
給
す

る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
七
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
等
）

1
	　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2
	　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
知
事
、
副
知
事
、
公
営
企
業
の
管
理
者
、
教
育
長
及
び

常
勤
監
査
委
員
の
通
勤
手
当
及
び
期
末
手
当
支
給
条
例
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い

う
。）
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
期
末
手
当
の
内
払
）

3
	　

改
正
後
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨

県
知
事
、
副
知
事
、
公
営
企
業
の
管
理
者
、
教
育
長
及
び
常
勤
監
査
委
員
の
通
勤
手
当
及
び
期
末
手

当
支
給
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
は
、
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
期
末

手
当
の
内
払
と
み
な
す
。

　

山
梨
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

七

山
梨
県
条
例
第
四
十
四
号

　
　
　

山
梨
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第�

一
条　

山
梨
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県

条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
五
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
七
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
百
七
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。

第�

二
条　

山
梨
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

	　

第
五
条
第
二
項
中
「
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
五
十
七
・
五
、
十
二
月
に

支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
七
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
等
）

1
	　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2
	　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

（
期
末
手
当
の
内
払
）

3
	　

改
正
後
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨

県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
期
末

手
当
は
、
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
期
末
手
当
の
内
払
と
み
な
す
。

　

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

山
梨
県
条
例
第
四
十
五
号

　
　
　

�

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

	　

第
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
四
十
一
万
四
千
三
百
円
」
を
「
四
十
一
万
四
千
八
百
円
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
七
百
円
」
を
「
五
万
八
百
円
」
に
改
め
る
。

　

	　

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
宿
日
直
勤
務
を
」
を
「
宿
日
直
勤
務
（
次
項
の
勤
務
を
除
く
。）
を
」
に
、

「
四
千
二
百
円
」を「
四
千
四
百
円
」に
、「
二
万
円
」を「
二
万
千
円
」に
、「
七
千
二
百
円
」を「
七
千
四
百

円
」
に
、「
六
千
三
百
円
」
を
「
六
千
六
百
円
」
に
、「
三
万
円
」
を
「
三
万
千
五
百
円
」
に
、「
一
万
八
百

円
」
を
「
一
万
千
百
円
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
宿
日
直
勤
務
」
を
「
宿
日
直
勤
務
」
に
、

「
宿
日
直
勤
務
を
」
を
「
も
の
を
」
に
、「
二
万
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
る
。

　

	　

第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中「
百
分
の
九
十
」を「
百
分
の
九
十
五
」に
、「
百
分
の
百
十
」を「
百

分
の
百
十
五
」
に
改
め
、同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
四
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
四
十
七
・
五
」
に
、「
百

分
の
五
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
五
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

か
ら
」
を
「
次
条
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）
か
ら
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一

項
」
に
、「
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）」」
を
「
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」」
に
改
め
る
。

　
　

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
四
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

八

別表第一（第六条関係）

- 27 - 



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

九

- 28 - 



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

一
〇

- 29 - 

　

一
〇



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

一
一

別表第二（第六条関係）

- 30 - 



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

一
二

- 31 - 



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

一
三 - 32 - 



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

一
四

- 33 - 



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

一
五

- 34 - 



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
三
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日

一
六- 35 - 




